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二
月
十
四
日（
金
）~
十
五
日（
土
）

の
二
日
間
、
同
友
会
事
務
所
・
会
議

室
を
会
場
に
「
第
二
十
九
期
経
営
指

針
を
つ
く
る
会
・
発
表
会
」
を
開
催
。

昨
年
八
月
か
ら
の
約
半
年
間
、
全
六

講
に
及
ぶ
研
修
の
集
大
成
と
し
て
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
学
び
合
い
、
会

社
の
将
来
と
真
剣
に
向
き
合
い
な
が

ら
ま
と
め
上
げ
た
「
経
営
指
針
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
友
会
の
中
心
的
な
活
動

の
一
つ
で
あ
る
「
経
営
指
針
の
成
文

化
と
実
践
」を
広
く
啓
蒙
す
る
た
め
、

今
期
の
発
表
会
も
例
年
ど
お
り
広
く

見
学
者
を
募
集
。
経
営
指
針
に
高
い

関
心
を
持
つ
方
、
来
期
の
受
講
を
前

向
き
に
考
え
て
い
る
方
な
ど
、
県
内

全
域
か
ら
多
数
の
見
学
者
が
駆
け
つ

け
ま
し
た
。

　

発
表
・
質
疑
応
答
・
ア
ド
バ
イ
ス

を
含
め
て
一
社
概
ね
五
〇
分
の
持
ち

時
間
を
使
い
、
経
営
理
念
に
込
め
ら

れ
た
思
い
、
今
後
の
方
向
性
を
指
し

示
す
経
営
方
針
、
数
値
・
行
動
に
ま

で
落
と
し
込
ん
だ
経
営
計
画
を
発
表

し
て
い
っ
た
参
加
各
社
。
企
業
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
は
目

ま
ぐ
る
し
い
変
化
の
渦

中
に
あ
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
の
参
加
者
か
ら
も

「
絶
対
に
良
い
会
社
に

す
る
」
と
い
う
強
い
意

志
が
ヒ
シ
ヒ
シ
と
伝
わ

る
、
中
身
の
濃
い
経
営

指
針
の
発
表
と
な
り
ま

し
た
。

　

丸
二
日
間
、
十
七
社

が
発
表
を
行
う
ハ
ー
ド

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
自
社
の

発
表
時
間
だ
け
で
な

く
、
他
社
の
指
針
書
や

取
り
組
み
か
ら
も
多
く

の
学
び
が
得
ら
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。「
学
ぶ

こ
と
は
マ
ネ
る
こ
と
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
他
社
の
良
い

部
分
を
参
考
に
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

参
加
者
レ
ポ
ー
ト
に
は
「
絵
に
描

い
た
餅
に
し
な
い
よ
う
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
回
し
て
結
果
に
つ
な
げ
る
」「
自

社
を
良
く
し
て
い
く
覚
悟
を
持
て

た
。
こ
こ
か
ら
の
成
長
に
期
待
し
て

ほ
し
い
」「
事
業
承
継
に
あ
た
り
、

自
分
は
会
社
を
ど
う
し
て
い
き
た
い

か
を
本
気
で
考
え
る
機
会
に
な
っ

た
」「
同
友
会
の
根
幹
で
あ
る
"
人

を
生
か
す
経
営
"
の
重
要
性
を
強
く

感
じ
ら
れ
る
半
年
間
だ
っ
た
」
な
ど

が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
期
の
「
経
営
指
針
を
つ
く
る

会
」
も
今
年
度
同
様
、
夏
か
ら
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
決
定
次
第
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

第 29期経営指針をつくる会・発表会第 29期経営指針をつくる会・発表会

半年間に及ぶ研修の集大成半年間に及ぶ研修の集大成
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一
月
三
十
一
日
（
金
）、
ビ
エ
ン

ト
高
崎
を
会
場
に
「
高
崎
支
部
・
共

育
委
員
会
合
同
例
会
」
を
開
催
。
精

密
板
金
加
工
・
プ
レ
ス
加
工
な
ど
を

手
掛
け
る
㈲
山
崎
製
作
所
、
代
表
取

締
役
・
山
崎
将
臣
氏
（
共
育
委
員
長

／
高
崎
支
部
）
が
報
告
者
を
務
め
、

「"
若
い
人
材
に
選
ば
れ
な
い
""
社

員
が
育
た
な
い
"
そ
れ
全
部
、
経
営

者
が
原
因
で
す
」
を
テ
ー
マ
に
、
自

身
の
経
営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

本
例
会
は
、
共
育
委
員
会
が
例
年

開
催
し
て
い
る
幹
部
社
員
研
修
会
の

予
定
を
変
更
し
、
会
内
外
に
人
材
育

成
の
重
要
性
や
共
育
委
員
会
の
活
動

を
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
に
企
画
。

当
日
は
高
崎
支
部
会
員
は
も
ち
ろ

ん
、他
支
部
や
他
県
同
友
会
の
会
員
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
な
ど
約
六
〇
名
が
参

加
し
、
報
告
や
グ
ル
ー
プ
討
論
を
通

じ
て
学
び
合
い
ま
し
た
。

　
「
も
し
あ
な
た
が
就
活
生
だ
っ
た

ら
、
入
社
し
た
い
会
社
は
？
」
と
の

問
い
掛
け
か
ら
報
告
を
ス
タ
ー
ト
し

た
山
崎
氏
。「
経
営
理
念
も
な
い
、

挑
戦
す
る
風
土
も
な
い
、
自
社
の
未

来
も
語
れ
な
い
、
そ
ん
な
会
社
で
働

き
た
い
と
は
思
わ
な
い
」
と
指
摘
し

た
上
で
、
自
身
が
入
社
し
た
当
時
の

同
社
の
様
子
を
振
り
返
り
つ
つ
、
若

い
人
材
に
選
ば
れ
る
企
業
づ
く
り
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
新
入
社
員
研
修
会
に
魅
力

を
感
じ
て
同
友
会
に
入
会
し
、
そ
の

後
も
各
種
社
員
研
修
会
に
設
営
側
と

し
て
主
体
的
に
関
わ
り
、
社
員
の
成

長
、
あ
る
い
は
自
身
の
成
長
に
ど
う

活
か
し
て
き
た
か
を
語
っ
た
山
崎

氏
。「
会
社
は
社
員
の
人
生
を
豊
か

に
す
る
た
め
の
道
具
」
と
の
基
本
認

識
の
も
と
、
社
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
高
め
る
重
要
性
や
、
そ
の
取

り
組
み
な
ど
に
触
れ
、
最
後
に
「
経

営
者
の
責
任
」
を
強
調
し
て
報
告
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
自
他
の
成
長
の

た
め
に
、
あ
な
た
が
実
践
し
て
い
る

こ
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

討
論
を
実
施
。「
社
員
の
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
や
会
社
の
将
来
像
を
示
す
」「
経

営
理
念
の
共
有
」「
社
員
面
談
や
メ

ン
タ
ー
制
度
の
整
備
」「
社
長
が
一

番
楽
し
む
、
楽
し
む
姿
を
見
せ
る
こ

と
」
な
ど
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

『
若
い
人
材
に
選
ば
れ
な
い
』『
社
員
が
育
た
な
い
』

『
若
い
人
材
に
選
ば
れ
な
い
』『
社
員
が
育
た
な
い
』

そ
れ
全
部
、
経
営
者
が
原
因
で
す

そ
れ
全
部
、
経
営
者
が
原
因
で
す

高
崎
支
部
・
共
育
委
員
会
合
同
例
会
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楽
天
ラ
ン
キ
ン
グ
総
合
一
位
獲
得
！

楽
天
ラ
ン
キ
ン
グ
総
合
一
位
獲
得
！

沼
田
支
部
１
月
例
会

　

鶴
の
花
部
会
で
は
、
一
月
十
六
日

（
木
）、
前
橋
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
を
会

場
に
「M

ission�V
alues�Purpose

再
考
」
と
題
し
て
オ
ー
プ
ン
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

報
告
者
を
務
め
た
の
は
、
前
橋
市

内
に
て
広
告
・
宣
伝
の
情
報
媒
体
の

企
画
及
び
販
売
を
行
う
㈱
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｔ

Ｓ
Ｕ
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
・
天
野
優
氏
（
前
橋
支
部
）。

企
業
や
経
営
者
の
思
い
を
言
語
化

し
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
支
援
を
行
う

実
際
の
業
務
の
中
か
ら
、
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
バ
リ
ュ
ー
・
パ
ー
パ
ス
の
必
要

　

沼
田
支
部
で
は
、
一
月
二
十
三
日

（
木
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
。「
楽
天
ラ
ン

キ
ン
グ
総
合
一
位
獲
得
！
そ
の
道
の

り
と
取
り
組
み
」と
題
し
て
、㈱
シ
ェ

リ
ー
、代
表
取
締
役
・
清
塚
徹
氏
（
渋

川
吾
妻
支
部
）
が
経
営
体
験
を
報
告

し
ま
し
た
。

性
と
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

社
会
的
背
景
を
紐
解
き
ま
し
た
。
ま

た
、
会
員
企
業
で
の
実
例
も
紹
介
し

な
が
ら
、
報
告
後
の
ワ
ー
ク
に
繋
が

る
問
い
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
で
は
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
／
バ

リ
ュ
ー
／
パ
ー
パ
ス
」
の
ど
れ
か
一

つ
に
絞
り
、
自
社
あ
る
い
は
自
身
の

思
い
を
言
語
化
し
発
表
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

閉
会
後
は
、
同
会
場
に
て
新
年
会

を
開
催
し
、
オ
ー
プ
ン
例
会
な
ら
で

は
の
、
い
つ
も
と
違
う
メ
ン
バ
ー
で

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

同
社
の
事
業
の
変
遷
と
売
上
げ
の

推
移
を
紹
介
し
た
清
塚
氏
は
、
コ
ロ

ナ
を
き
っ
か
け
に
ネ
ッ
ト
販
売
に
力

を
入
れ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

あ
る
時
、
突
然
二
カ
月
分
の
売
上

げ
が
二
日
で
売
れ
る
事
が
あ
り
、
経

緯
を
調
べ
る
中
で
、
自
社
商
品
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
辿

り
着
き
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
の
力
を
再
認
識

し
た
と
言
い
ま
す
。
そ

こ
か
ら
ネ
ッ
ト
販
売
の

法
則
を
勉
強
し
「
今
で

は
売
上
げ
を
つ
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
」

と
報
告
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
「
時
代
に
合
わ
せ

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

必
要
」「
ピ
ン
チ
の
時

の
対
応
、
強
さ
が
す
ご

い
」「
も
う
だ
め
だ
と

と
い
う
時
が
仕
事
の
始

ま
り
！
」「
普
段
の
生

き
方
が
今
の
結
果
に
繋

が
っ
て
い
る
と
感
じ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が

綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

『同友ぐんま（通常号）』

広告募集
＊掲載を希望される場合は、同友会事務局までご連絡を
　お願いいたします

群馬中小企業家同友会・事務局
TEL 027-232-0001　FAX 027-232-0666

［広 告 料］ 2万円（一口×6回掲載）
［スペース］ 縦44mm×横87mm（一口分）

思いを言語化する思いを言語化する
鶴の花部会例会
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アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で

お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

良
い
会
社
づ
く
り
は
経
営
者
次
第

良
い
会
社
づ
く
り
は
経
営
者
次
第

伊
勢
崎
支
部
１
月
例
会

　

一
月
二
十
八
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
一

月
例
会
」
を
開
催
。
金
属
部
品
の
精

密
研
削
加
工
を
手
掛
け
る
㈱
ア
ミ
イ

ダ
、
代
表
取
締
役
・
阿
久
戸
洋
希
氏

（
副
代
表
理
事
／
伊
勢
崎
支
部
）
が

「
同
友
会
で
の
学
び
の
活
か
し
方
~

良
い
会
社
づ
く
り
は
経
営
者
次
第
！

~
」
を
テ
ー
マ
に
自
身
の
経
営
体
験

を
語
り
ま
し
た
。

　

同
友
会
と
の

出
会
い
、
特
に

"
経
営
指
針
を

つ
く
る
会
"
へ

の
参
加
に
つ
い

て
「
そ
の
学
び

が
社
長
に
な
っ

た
と
き
に
活
き

た
。"
や
っ
て

お
け
ば
良
か
っ

た
"
と
"
や
っ

て
お
い
て
良

か
っ
た
"
の
違

い
は
大
き
い
」

と
語
る
阿
久
戸

氏
。
続
け
て
、

父
（
先
代
）
の

死
か
ら
引
き

継
ぎ
な
し
の
事

業
承
継
、
度
重

な
る
試
練
を
乗

り
越
え
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
振
り

返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
同

友
会
を
積
極
的
に
活
用
し
て
き
た
経

験
と
、そ
の
成
果
に
つ
い
て
も
紹
介
。

最
後
に
「
変
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
全

て
自
分
次
第
。
自
信
を
持
っ
て
"
良

い
会
社
だ
"
と
言
え
る
よ
う
に
な
ろ

う
」と
参
加
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
同
友
会
の
学
び

と
実
践
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討

論
を
実
施
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
「
経
営
に
対
す
る
姿
勢
、
真
摯
さ

を
学
べ
た
」「
良
い
会
社
を
つ
く
る

要
素
が
同
友
会
に
は
詰
ま
っ
て
い

る
」「
実
践
し
な
け
れ
ば
何
も
生
み

出
せ
な
い
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社
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恒
例
の
祈
願
例
会
を
開
催

恒
例
の
祈
願
例
会
を
開
催

車
座
ト
ー
ク
第
５
弾
／
新
年
会

車
座
ト
ー
ク
第
５
弾
／
新
年
会

太
田
支
部
１
月
例
会

渋
川
吾
妻
支
部
１
月
例
会

　

太
田
支
部
で
は
、
一
月
十
六
日

（
木
）、
冠
稲
荷
神
社
テ
ィ
ア
ラ
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
を
会
場
に
、
恒
例
と

な
っ
た
新
春
祈
願
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

第
一
部
の
祈
願
で
は
、
例
年
通
り

参
加
企
業
の
名
前
を
読
み
上
げ
て
商

売
繁
盛
を
祈
願
し
、
参
加
者
そ
れ
ぞ

れ
が
思
い
を
込
め
て
太
鼓
を
叩
き
滞

り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
新
年
会
で
は
、
設
営
担

当
チ
ー
ム
の
掲
げ
る
「
楽
し
く
」
が

前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
企
画
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
用
意
さ
れ
、
終
始
笑
顔

の
絶
え
な
い
明
る
い
新
年
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

外
部
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
御
祈

祷
に
よ
る
御
利
益
と
切
磋
琢
磨
す
る

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
努
力
が
実

を
結
び
、
明
る
い
一
年
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

一
月
二
十
日
（
月
）、
渋
川
市
中

央
公
民
館
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻
支

部
一
月
例
会
」
を
開
催
。
過
去
四
回

が
好
評
だ
っ
た
車
座
ト
ー
ク
・
第
五

弾
と
し
て
「
新
年
の
抱
負
＆
ぶ
っ

ち
ゃ
け
困
っ
て
い
る
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
、
一
人
三
分
の
持
ち
時
間
を
最

大
限
に
使
っ
て
参
加
者
全
員
が
順
番

に
発
表
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

人
手
不
足
や
後
継
者
育
成
、
価
格

転
嫁
や
賃
上
げ
、
自
身
の
健
康
問
題

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で「
ぶ
っ

ち
ゃ
け
困
っ
て
い
る
こ
と
」
を
挙
げ

た
参
加
者
。
一
人
の
発
表
が
終
わ
る

ご
と
に
質
疑
応
答
や
ア
ド
バ
イ
ス
の

時
間
を
設
け
、
話
す
側
・
聞
く
側
が

一
丸
と
な
っ
て
困
り
ご
と
の
本
質
に

迫
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
会
場
を
移
動
し
て
新
年

会
を
実
施
。
例
会
の
時
間
で
は
語
り

切
れ
な
か
っ
た
内
容
の
補
足
を
は
じ

め
、
さ
ら
に
ぶ
っ
ち
ゃ
け
た
困
り
ご

と
、
そ
れ
に
対
す
る
突
っ
込
ん
だ
質

問
な
ど
、
さ
な
が
ら
車
座
ト
ー
ク
・

第
二
ラ
ウ
ン
ド
の
様
相
を
呈
し
、
大

い
に
懇
親
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

学び×食の体験学び×食の体験
前橋支部１月例会

　

前
橋
支
部
で
は
、
一
月
二
十
二
日

（
水
）、「
薪
火
料
理
で
体
感
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
の
成
功
法
則
」
と
題
し
て
、

増
田
煉
瓦
㈱
、
代
表
取
締
役
・
増
田

晋
一
氏
（
同
支
部
）
が
体
験
報
告
を

行
い
ま
し
た
。会
場
と
な
っ
た
の
は
、

同
社
の
手
掛
け
る
薪
火
窯
と
グ
リ
ル

を
導
入
し
て
い
る
高
崎
市
内
の
ｋ
ｏ

ｂ
ｕ
。
増
田
氏
の
報
告
に
炎
と
料
理

で
色
を
添
え
ま
し
た
。

　

増
田
氏
は
、
百
年
を
超
え
る
同
社

の
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
煉
瓦
か

ら
石
窯
（
ピ
ッ
ツ
ァ
窯
）、
薪
火
グ

リ
ル
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
事
業
の
変

遷
の
紹
介
に
加
え
、
経
営
理
念
を
見

直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
事
や
、
土

と
火
を
根
底
と
し
た
自
身
の
考
え
を

「
エ
フ
ェ
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン　

五

つ
の
原
則
」
に
当
て
は
め
な
が
ら
解

説
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

例
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
同
社
が

手
掛
け
た
窯
と
グ
リ
ル
で
作
ら
れ
る

「
薪
火
料
理
」
を
味
わ
い
、
増
田
氏

の
報
告
を
文
字
通
り
腹
落
ち
さ
せ
ま

し
た
。工
場
見
学
と
は
違
い
ま
す
が
、

手
掛
け
た
製
品
が
、
ど
こ
で
ど
う
活

躍
し
て
い
る
の
か
を
間
近
で
見
て
、

さ
ら
に
味
わ
え
る
貴
重
な
体
験
型
の

例
会
と
な
り
ま
し
た
。
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一
月
二
十
三
日
（
木
）、
桐
生
市

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
桐

生
支
部
一
月
例
会
」
を
開
催
。
訪
問

看
護
・
通
所
介
護
・
居
宅
介
護
支
援

事
業
の
合
同
会
社
ピ
ー
チ
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
、代
表
社
員
・
小
川
浩
司
氏
（
桐

生
支
部
）
が
「
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
~
自
分
を
信
じ
て
挑
戦
し
よ
う
！

~
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

小
川
氏
は
、
昨
年
九
月
か
ら
全

十
五
回
の
日
程
で
行
わ
れ
た
「
共
愛

学
園
前
橋
国
際
大
学
・
企
業
人
オ
ム

ニ
バ
ス
講
座
」
で
学
生
に
向
け
て
話

し
た
内
容
を
、
例
会
仕
様
に
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
し
て
報
告
。
失
敗
や
挫
折
を

乗
り
越
え
て
き
た
現
在
ま
で
の
歩
み

を
も
と
に
、
自
身
が
大
切
に
し
て
い

る
価
値
観
や
人
生
観
、
学
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ
た
ほ
か
、
同
講

座
に
登
壇
し
て
の
率
直
な
感
想
や
学

生
の
反
応
（
レ
ポ
ー
ト
）
も
一
部
紹

介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
「
若
者
に
選
ば
れ
る
企

業
づ
く
り
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
討
論

を
実
施
。「
価

値
観
の
多
様
化

に
対
応
す
る
必

要
性
」「
自
社

の
方
向
性
や

キ
ャ
リ
ア
パ
ス

を
し
っ
か
り
示

す
」「
心
理
的

安
全
性
が
感
じ

ら
れ
る
会
社
に

す
る
」
な
ど
、

活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
一
月

二
十
四
日
（
金
）、
富
岡
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
（
富
岡
公
民
館
）
を
会

場
に
「
今
年
の
抱
負
を
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
し
て
、
人
を
生
か
す
経
営
を
実
践

し
よ
う
」
と
題
し
て
、
新
年
の
決
意

表
明
を
行
う
支
部
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
今
年
の
抱
負

を
思
い
浮
か
べ
、
習
字
で
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
し
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
し
て
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
が
当
た
り
前
に
な
り
、
文
字
を

書
く
習
慣
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
参
加
者
の
半
数
以
上
が
義
務
教

育
以
来
と
な
る
毛
筆
に
悪
戦
苦
闘
し

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
久
し
ぶ
り
だ
っ

た
が
、思
い
の
ほ
か
上
手
く
書
け
た
」

「
思
い
や
決
意
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す

る
の
は
大
切
。
文
字
に
し
て
改
め
て

や
る
気
が
出
た
」
と
い
っ
た
感
想
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

発
表
し
た
決
意
表
明
が
、
今
年
一

年
間
で
ど
う
な
る
の
か
？
年
末
の
支

部
例
会
で
の
結
果
報
告
が
楽
し
み
で

す
。

今年の抱負をアウトプット今年の抱負をアウトプット
富岡安中支部１月例会

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

桐
生
支
部
１
月
例
会
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【次世代経営者塾の発表会】
� しののめ信用金庫
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中
支部所属）は５日、前橋市の同金庫前橋営業部ビルつ
どにわホールで次世代経営者塾のビジネスプラン発表
会を開き、若手経営者や次期経営幹部14人が、今後の
事業の展望などを披露した。
　同塾は全８回のカリキュラム。経営コンサルタント
から、人材活用やブランド戦略、ウェブマーケティン
グなどを学んだ。発表会では、受講者が同塾で学んだ
内容を元に、自社の強みや弱み、事業のターゲット層
などを分析した上で、今後の事業計画を語った。
� ［２／６付上毛］

【青学大・原監督　組織論を語る】
� しののめ信用金庫
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中
支部所属）の取引先でつくる「しののめしんきん経営
者懇談会」の４部合同部会が６日、高崎市のエテルナ
高崎で開かれた。青山学院大陸上競技部の原晋監督が
「魔法をかける～箱根駅伝制覇までの4000日」と題して
講演。出席した約300人が、同部を強豪に育て上げた指
導者の話に耳を傾けた。
� ［２／６付上毛］

【相生小140周年にエール】
� ㈱群馬プロバスケットボールコミッション
　桐生市の相生小の開校140周年を記念した講演が５
日、同校で開かれた。約40年前に同校で教員人生をス
タートさせ、現在、㈱群馬プロバスケットボールコミッ
ションの社長を務める阿久澤毅さん（太田支部所属）
が競技の魅力を伝えつつ、大きな可能性を秘めた子ど
もたちの背中を押した。
　同社は太田市を本拠地とする男子Ｂリーグ１部（Ｂ
１）のプロバスケットボールチーム、群馬クレインサ
ンダーズを運営している。
� ［２／７付上毛］

【有機農業の可能性助言】
� グリンリーフ㈱
　環境にやさしい農業の取り組みについて学ぶ「環境
負荷低減・資源循環型農業推進研修会」が太田市綿打
行政センターで開かれた。講演会とパネルディスカッ
ションを通して、東毛地域の農家と農業関係者ら70人
が有機農業の発展可能性と課題について考えを深めた。
　有機野菜を生産、加工、販売するグリンリーフ㈱の
澤浦彰治社長（沼田支部所属）が講演し、有機栽培と
食品加工などを組み合わせた６次産業化について紹介。
太田地区は土地が平らなので機械を使って農業を合理
化しやすく、首都圏が近いといった利点があるとした
上で「有機野菜を買い求めるお客さまとのつながりが
大切」と助言した。
　パネルディスカッションでは東毛地域の有機JAS認証
生産者３人が生産と流通について意見を交わした。県
東部農業事業所が主催した。
� ［２／８付上毛］

【アトツギ甲子園　関東ブロックで特別賞】
� ㈲勝山電気工事
　県は10日、全国各地の中小企業・小規模事業者の後

継予定者が、既存の経営資源を生かした新規事業のア
イデアを競うピッチイベント「アトツギ甲子園」（中小
企業庁主催）で、本県から初めて地方予選大会（関東
ブロック）に出場した㈲勝山電気工事・取締役の宮島
茜さん（高崎支部所属）が企業特別賞を受賞したと発
表した。
　アトツギ甲子園は５回目で、関東ブロックには宮島
さんを含め15人が出場。「電気工事屋さんがプロデュー
スする行きたくなるクリニック」を提案した宮島さん
は、全国大会に出場できる上位３人には選ばれなかっ
たが、イベント協賛会社のBREATHER（東京都）から
企業特別賞「BREATHER　深呼吸サポート賞」を受賞
した。
　宮島さんは、県が昨年度から行う後継者イノベーショ
ン支援事業「GUNMAアトツギ部」の２期生。
� ［２／ 11付上毛］

【ブロックに障害者作品】
� ㈱コモチ
　コンクリートブロックを製造・販売する㈱コモチ（専
務取締役・齋藤和子氏／渋川吾妻支部所属）は昨年９
月から、知的障害者らが制作したアート作品をプリン
トしたブロックを販売する。売り上げの一部はアーティ
ストが入所する施設に還元。障害者のやりがいの後押
しや生活支援、芸術を通じた障害への理解促進につな
げている。
　同社の齋藤和子専務は約３年前、社会福祉法人「征
峯会」（茨城県筑西市）が障害者アートを活用した商品
作りに取り組んでいることを知った。「芸術を通じて障
害者に喜びを生み出し、社会に『愛』を循環させる製
品を作りたい」と思い立ち、同法人にデザインの提供
を依頼した。齋藤専務が選んだ３作品をブロックに印
刷し、「アートプリック」（約２千円）を完成させた。
　ブロックは同社で購入できる。齋藤専務は「どのデ
ザインもすてき。障害の有無にかかわらずみんなが笑
顔になれる社会づくりのきっかけになればいい」と語
る。
� ［２／ 13付上毛］

【エコマークアワード優秀賞】
� ㈱グンビル
　持続可能な社会の形成に貢献した企業などを選ぶ日
本環境協会の「エコマークアワード2024」で、ビルメ
ンテナンス業などを手がける㈱グンビル（代表取締役
社長・高野こずえ氏／太田支部所属）が優秀賞を獲得
した。
　同社は「清掃サービス」の分野で、同協会のエコマー
ク認定を全国で初めて受けた。床に塗るワックスの剥
離作業で生じる廃液を処理し、固形燃料としてリサイ
クルする技術を開発。「剥離廃液を適正に処理する会」
を設立し、取引先など86社と連携して理念の拡大に努
めていることなどが評価された。
　高野こずえ社長は「今回の受賞が廃液の環境負荷の
高さを多くの人に知ってもらい、適正な処理が社会に
広がることにつながるとうれしい」と話した。
� ［２／ 18付上毛］

【私募債寄付】
� ㈲岩崎鉄工
　㈲岩崎鉄工（代表取締役・岩崎真氏／太田支部所属）。
群馬銀行の「ぐんぎんSDGs私募債」で邑楽町に寄付金
６万円。
� ［２／ 20付上毛］
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４
．
新
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
重
点

方
針
案
の
検
討

　

※
こ
の
後
の
意
見
交
換
に
て
。

５
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
二

名
、
退
会
者
二
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
二
〇
名
と
な
り
ま
し
た
。

６
．
ド
ラ
ッ
カ
ー
学
会
創
立
二
〇
周

年
記
念
大
会
の
協
賛
依
頼
に
つ
い
て

　

十
月
二
十
五
日
、
も
の
つ
く
り
大

学
で
開
催
さ
れ
る
「
ド
ラ
ッ
カ
ー
学

会
創
立
二
〇
周
年
記
念
大
会
」
の
協

賛
依
頼
を
承
認
し
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

新
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
重
点
方

針
の
た
た
き
台
（
総
務
会
案
）
が
町

田
代
表
理
事
か
ら
提
案
さ
れ
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
今
回
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま

え
て
総
務
会
で
再
検
討
し
、
次
回
理

事
会
で
改
め
て
提
案
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
部
門
方
針
案

の
検
討
・
作
成
が
各
組
織
担
当
者
に

依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
第
十
一
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
は
吉

池
副
代
表
理
事
が
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
三
月
四
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

２月度常任理事会承認

高
崎
支
部

伊
勢
崎
支
部

〒370-0854　高崎市下之城町584-70　高崎市産業創造館210

〒370-0103　伊勢崎市境下渕名2040-1

　この度、高崎市の産業創造館で法人を
設立しました。これまでの経験を活かし、
リスキリングと社会貢献に挑戦します。新
参者ですが、何卒よろしくお願いいたしま
す。
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【紹介者／本多宏弥】
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代表取締役
高　橋　寿　夫

S47年生

代表取締役
荒　井　孝　宣

S53年生

日
時　

二
月
四
日
（
火
）

※�

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
杉

﨑
、阿
久
戸
、吉
池
、理
事
／
小
板
橋
、

山
崎
、
提
箸
、
石
原
、
小
林
、
小
柴
、

佐
藤
、高
屋
敷
、渡
辺
、小
池
、鈴
木
、

本
多
、
周
藤
、
神
保
、
佐
藤
、
茂
原
、

齋
藤
、
中
西
、
関
口
、
事
務
局
／
阿

久
澤
、
竹
内
（
役
員
計
二
十
四
名
）

【
議　

事
】

　

阿
久
戸
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ

と
め
、町
田
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
十
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

①
中
同
協
第
三
回
幹
事
会
の
参
加
報

告
が
、
町
田
代
表
理
事
よ
り
あ
り
ま

し
た
。

②
新
島
学
園
短
期
大
学
・
社
会
人
力

養
成
講
座
の
概
要
説
明
と
合
わ
せ

て
、
各
支
部
へ
の
登
壇
者
選
任
依
頼

が
、
杉
﨑
副
代
表
理
事
よ
り
あ
り
ま

し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
第
二
八
回
女
性
経
営
者
全
国
交

流
会
in
東
京
の
分
科
会
報
告
者
に
つ

い
て

　

九
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
二
八
回

女
全
交
in
東
京
」
の
分
科
会
報
告
者

に
つ
い
て
、
赤
城
フ
ー
ズ
㈱
・
遠
山

氏
（
前
橋
支
部
）
に
打
診
が
あ
っ
た

こ
と
が
事
務
局
か
ら
報
告
さ
れ
、
す

で
に
本
人
に
は
了
解
を
得
て
い
る
こ

と
か
ら
、
群
馬
同
友
会
と
し
て
こ
れ

を
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
分
科
会

の
座
長
に
つ
い
て
は
、
高
屋
敷
氏
に

お
願
い
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

２
．
二
〇
二
五
年
度
役
員
選
考
（
研

究
集
会
実
行
委
員
長
候
補
）
に
つ
い

て
　

二
月
理
事
会
で
は
未
決
定
だ
っ
た

研
究
集
会
実
行
委
員
長
候
補
に
つ
い

て
、
総
務
会
（
及
び
同
委
員
会
）
か

ら
㈲
神
保
商
会
・
神
保
氏
が
提
案
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

３
．
第
五
三
回
定
時
総
会
の
開
催
概

要
に
つ
い
て

　

第
五
三
回
定
時
総
会
の
開
催
概
要

に
つ
い
て
、
下
記
の
通
り
総
務
会
か

ら
提
案
さ
れ
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し

た
。

日
程
／
四
月
二
十
五
日
（
金
）

会
場
／
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
前

橋講
演
／
㈱
浜
野
製
作
所　

浜
野
慶
一

氏

第10回


